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• 第７回の検討会で、新規ＤＩ、新規ＤＯＤ等に
関する研究の必要性を確認した

• 突風調査の評定に用いることで課題が明ら
かとなった

• これを踏まえ、 「日本版竜巻スケールおよび
その評価手法に関する研究」*において調査
を実施した

• ガイドラインの一部修正について検討を行う

*文部科学省共同利用・共同研究拠点「風工学研究拠点」の特定課題研究
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• 第７回の検討会で、優先的に研究を実施する
べき新規ＤＩ、新規ＤＯＤ等とし、継続中のもの

–船舶、寺社、石灯籠、墓誌

– カーポート:片持ち支持型以外のカーポートやガ
レージ

–プレハブ(物置、仮設建築物):内容量や飛散距離を
考慮

–物置、墓石など:横ズレと横転の差

–スレート製の建材

–ステーが張られた物置等

→研究を継続
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• 突風調査の評定に用いることで明らかとなった
課題

–個々の過去事例のＦスケールをＪＥＦスケールに読
み替えようとする誤解（データベース利用者）

–草の倒伏等ごく弱い風速による被害では、「不明」
ではなく何らかの情報を出せないか

• 既存のＤＩ・ＤＯＤの見直し
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• 個々の過去事例のＦスケールをＪＥＦスケールに読み替えよ
うとする誤解

→階級別事例数の統計を継続して行うことが目的のため、
個々の突風事例を１対１でＦスケールからＪＥＦスケールに対
応させることは出来ない

Ｆスケール

Ｆ３ ７０～９２m/s

（約５秒間の平均）

ＪＥＦスケール

ＪＥＦ３ ６７～８０m/s

（３秒間の平均）

ガイドライン第２章３
過去に発生したＦ３事例をＪＥＦ３に読み替
え、どんなに大きく見積もっても８０m/sを超
えていなかったとの誤解

３統計的な継続性を考慮した階級と風速の対応

ＪＥＦスケールの階級と風速の対応については、Ｆス
ケールとＪＥＦスケールの継続性を持たせるため、現象
のスケールの評定結果が両スケールでできる限り同じ
階級となる（例えば、ＦスケールでＦ２と評定された現象
は、基本的にＪＥＦスケールでもＪＥＦ２となる）ように決定
した。
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→統計的な継続性を考慮した階級と風速の対応について、解
説を追加する

Ｆスケール及びＪＥＦスケールのＤＩ・ＤＯＤから推定される風速の相関

（詳細はガイドライン付録Ｃ）

• 過去の突風事例における２
１５件の被害事例を対象に、
両スケールで推定される風
速の相関を調査

• Ｆスケールと評定結果ができ
る限り同じ階級になるよう、Ｊ
ＥＦスケールの階級と風速の
対応を決定

• 全ての被害事例が同じ階級
になるわけではない
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９ページ
第２章３

統計的な継続性は、「階級別事例数」が対象であり、過去の事例を
読み替えることは出来ないことを明記
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• 草の倒伏等ごく弱い風速による被害では、「不明」ではなく何ら
かの情報を出せないか

→ ＪＥＦスケールの階級にＪＥＦ０未満を追加する

→推定風速に２５m/s未満を追加する

5

3

1
1
1

強さが不明の理由

砂の巻き上げ等
テントの飛散

ＪＥＦ０未満の範囲
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→ ＪＥＦスケールの階級にＪＥＦ０未満を追加する

１２ページ
第３章

ＪＥＦ０未満を定義
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１２ページ
第３章

→推定風速に２５m/s未満を追加する

構造物に被害が無い、２５m/s未満で発生しうる被害を考慮
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• ＤＩ＝１：「木造の住宅又は店舗」（p18～23）

– ＤＯＤ＝４、７で開口部が損壊していない場合を追加する

２１ページ
運用上の解説

ＤＯＤ＝４：屋根の軒先又は野地板の破損又は飛散

ＤＯＤ＝７：小屋組の構成部材の損壊又は飛散

「上記①」は、被害箇所の接合方法の違いに関する記述

開口部が損壊していない場合は上限値を採用する
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• ＤＩ＝３：「鉄筋コンクリート造の集合住宅」（p27～30）

– ＤＯＤ＝２、３、４の風速を修正する

– 手すりが一体となって脱落した場合は対象外とする

２７ページ

３２ページ
運用上の解説

個々の構造物の品質のばらつきを考慮


